




母子保健サービスは,住民に身近な市町村で実施されるのが理想である。特に市町村では住

民の異動が早期に把握できるため対応がしやすい。例えば,婚姻届から新婚学級の対象を選

び,出生届からは早期に新生児が把握でき,妊娠届時には早期に保健指導ができる。 

松戸市ではすでに,市内各支所と市役所内健康相談室を設置し,市民課との連携でこれらの

届出を活用している。又,妊婦健診・乳児健診 3才児健診と大きな費用とマンパワーを要す

る事業が加わってくると,老人保健法にとり組みつつある市町村では負担が大きすぎる。費

用の軽減だけでは,一層委託化へ進んでいくことが懸念されます。費用軽減とともに人件費

の問題が解決できるよう盛りこんでほしい。 


